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C3 506．44pf 可変空気コソデンサー絶緑ステアタイト 十4．1×10－s
他はCase　I．と同じ
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第　4　図
　R，，C4cを変化させた時のメーターのふれから推定
される検出可能のC及びRの最小変化量はCase　I
では夫々，o．　Oo6　pF（AC／C＝o．6×10－5）O．　3Ω（dRIR
＝2×10’4），Case　IIでは夫々，0．004pF（A（］IC＝o．8
x10－s），0．59（AR／R＝2×10－4）で，測定時間約10分
間～15分間での測定可能の最小変化量は，検出可能の
推定値より大さい。10分～15分間にくりかえされた
C4・の平衡点の値は第2表Aに示す通り，一方向きに
減少しておりその間室温も減少する傾向にある。これ
より，平衡点の変化の原因は要素の値の温度変化によ
るものと考えられる。
　各要素の値が少し変化した時のR3，　C・の平衡点の
変化をδR3，δC・とすると，ブリッヂの回路計算によ
りCase　I，　Case　IIに対して次の結果が得られる。
Case　I
Case　II
／　　δC4　　　　　∠t」F～且　　　　∠tl～2　　　　　　　　　　AC3　　　　　　　」C4　C、＝R、－R，＋－1ラ「－C4
1．繋一一砦一・・9（dR4　AR，瓦一＋二R11）・鴛
／－・42誓・・79醤一…曽
　o．2°Cの温度減少に対するfic・／C・の推定量（但し
約20分間における4ω／ωは約3×10－5であった。）は
Case　1
Case@II??
　　　　　　　　　　　　　　　　実測
δC4／C4～－0．8　x　10－5　　　　　　－1．2×10－5
δR3／R，＝－0，19（∠tR4／R4）十3×10－5
　　　　　　　　　　　　　　　－3x10－4
δC，／C4～－O．3×10　「」　　　　　　　　－4．8×10－5
δR，／R3＝－0．25（dR4／R，）一ト3×10－5
　　　　　　　　　　　　　　－10×10’－4
となり，Cの変化は主にC3の温度変化によるであろ
うことが推定される。Rの変化は標準コンデンサーの
並列等価の抵抗値（R4）以外の要素の変化では説明出
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来ない位大きい。この場合のR，はコンデンサーの絶
緑物，ベークライトによるもので，その温度係数は
一〇．　05の程度4）と推定されるので，このためにR3の
変化が生ずる。0．2°Cの温度減少に対するその推定量
はCase　Iでは～10－3，　Case　IIでは2×10－3とな
り，実測のRの変化量の主な因は，標準可変コンデ
ンサーの絶緑物の抵抗の温度変化によるものと推定し
てもよいであろう。
　Substitution　Methodでnllj定する時にも，室温のわ
ずかの変動によりCR．の平衡点が検出可能の最小変
化量以上に変動し，誤差の原因となるので，自明のこ
とながら，ブリッヂの要素は，低温度係数のものを使用
すべぎで，ここに使用した程度のものを使用する場合
（普通に得られる低温度係数のもの）Cの最小変化量の
割合を8×10’6程度にするためには，ブリツヂの温度
変化を0，1°C以下に保たねばならぬであろう。又tan
δの非常に小さい変化量（10’s～10『6程度）を測定す
る場合は，標準コソデソサーの損失の温度変化が問題
となるので，特にtanδの値及び温度係数の小さいも
の〔例えば，Polyethylene＜2×10－4，　Teflon＜3×10”4
（－4×10－3）Polystyrene〈O．5×10－4（－6xIO－2），　Stea－
tite（A1－Si－Mg　A－196）tanδ＝59　x　10　4（十10－2）〕を使っ
た標準コンデンサーを必要とするであろう。こNに
（）の中はtanδの温度数を示してある。
§5．結　　　語
　1．Wienブリッヂの検出装置として互に90°位相
の違った二つの位相検波器を使うことにより，ブリツ
ヂのC，Rの平衡を二つのメーターで別々にとれるよ
うにした。その検出可能の不平衡電圧は約5μVであ
つた。
　2。C．　Rの平衡をそれぞれ二つのメーターで別々
に分離してとれるためには，Cのアームのtanδが小
さい方がよいことが理論的ならびに実験的に結論され
た。
　3．　この装置を使いSubstitution　Methodでコンデ
ンサーの容量とtanδを測定した時の精度はブリッヂ
の要素に使用した部品の値の温度変化の影響をうけ，
特に標準の可変コンデソサーの絶縁物の誘電損失の温
度変化がtanδの測定精度に大きな影響をおよぼすこ
とが明らかにされた。
　終りに，この研究に対して討論していたN一いた，東
京大学物性研究所の柿内教授に深甚なる感謝の意を表
します。
　　　　　　（昭和39年11月30日受理）
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